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脳下垂体の網膜新陳代謝こ及ぼす影響
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久 保 田   清
  Kitbota 働。∫乃ガ

  （昭和27年3月10日受附）

（本論文の内容は第55回日本眼科学会総会に於て演述した．）
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   文 献

第1章緒

 内分泌系統に：於て重要な位置を占める脳下垂

体が眼網膜新陳代謝に何等かの影響を与えうる

eとは，諸種の観点からして充分に予想される

とtろであるが，それにも拘らすそのホルモン

が眼網膜新陳代謝自体に及ぼす影響に関しては

系統的な槍索は未だ行われていない．よって私

言

はこめ聞の漕息を明かにすることは臨床上のみ

ならす生理学的にも興味があり，叉緊要である

と信じ，実験的研究に着手したが，本報に於て

は脳下垂休前葉蛇に後葉製剤を正常家兎に注射

しπ場合の網膜新陳代謝について報告しようと

思う．

第2章文献概要
 脳下垂体前葉が諸種の薪陳代謝と密接な関係

を有することは，早くから注目されているにも

拘らす現在伺不明の点も多いが，個体或は臓器

の瓦斯代謝に関する諸家の業績を概観すると，

1930年Zondek 37）が脳下垂体前葉ホルモンは生

殖腺に対して上位のホルモンとして作用するだ

けでなく，生体の一般新陳代謝に対しても一定

の影響を与える物質を含有すると提唱して以
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來，K6her塒（1930）は人間にプロランを投与し

て，瓦斯代謝の低下及び蛋白の特殊力学作用の

上昇を認め，HerLfeld is）（1930），Gaessler i4）（19

32，人聞），：Faltti及びH6gler ’3）（1930，人間），

Arvay i）（1931，白鼠）等も同様に酸素浩費：量の

減少を見た，我国に於ても水野5s）（1937，白鼠）

はプロラン注射後5～10日關は，一時的に酸素

浩費量が増加するtともあるが，爾後は著明に

減少するヒとを認め，山尾80＞（1939，白鼠）も諸

臓器の酸素浩費量が減少し，その影響は雌に著

明であるヒとを指摘した．大久保70）（1941）は

成熟家兎にプロランを蓮続注射し，血球酸素消

費量：の増加が両性生殖器と無関係に現われるヒ

とを観察した．然しながらRejss及びWlnter助

（1929，家兎），Lee及びGagnom 22）（1930，白

鼠），Diefenbach i2）（1933，白鼠，海狽）等は前

葉物質は瓦斯代謝に何等の影響も与えないと報

告している．上述の如く前葉ホルモンの瓦斯代

謝に及ぼす影響については，必ずしも…一・致した

結果が現われていなV・．

 脳下垂体前葉と臓雛組織呼吸に関するもので

はAhlgren 2）（1926，蛙〉はアンツイトリンが筋

組織の呼吸作用を抑制するのを認め，宇都宮76）

（1933，蛙）はアンツイトリンで心臓の呼吸作Jlj

が軽度に促進されるtとをみ，塚本74）（1927，家

兎）はアンテグランドールによる赤血球の呼吸

促進を見た．前葉ホルモンにより，甲状腺の呼

吸作用が促進されるtとは現在明かで，Schw－

arzbach及びUlenhuth 2s）（1929，山台魚， Pa11

25）（1933．海瞑，Scheringエキス注射）’服部47》

（1936，白鼠，前葉食塩水エキス），Ana’erson及

びHoward 3）（1937，犬1，柴田72）（1937，家兎，

プロラン），相沢39）（1940，白鼠，前葉食：塩水エ

キス）等の業績がある．肝臓の組織呼吸に対し

ては井沢勒（1938，海狐家兎，前葉食塩水m

キス及びその煮沸したもの蛇に人胎盤エキス）

は無影響であると報告しているが，Reiss， Hoc－

hward及びDruckray 27）（1933，白鼠），服部47），

相沢鋤等は呼吸作用の先進を主張し，柴田72）は

軽度の抑制をみると述べている．脾臓の呼吸作

用は服部，柴田等によれば充進ずるといわれ，

腎臓に於てもReiss， Hochward， Druckray，服

部，柴田，相沢等は呼吸作用の促進を認めてい

る．子宮に関しては：Btingler及びEhrhardt s）（1

931，二十日鼠）の研究があり，彼等は卵胞ホル

モンを除いた妊婦尿を皮下注射し，呼吸作用の

増大をみ且つ注射回数を重ねる程釜々上昇する

のを認めた．とヒうがAschheim及びGesenius

4）（1933，二十日鼠．）は妊婦尿（卵胞ホルモン，

前葉ホルモンを含む）．煮沸した妊婦尿（前葉ホ

ルモンを破壊除去して卵胞ホルモンのみを含

む），妊婦尿のエー一・一テル抽出物（前葉ホルモンの

みを含む），プロランの4種を皮下注射後，前二

者では子宮の呼吸作用は促進したが，後二者で

は何等促進を見なかったので，：Btingler等の成

績は卵胞ホルモンの除去が不充分である妊婦尿

を用いたためであろうと反駁しfa． Kharra1及

びScotto 2。）（1935，去勢二十日鼠）等も子宮に

対しては促進的作用はなV・と言っている．我が

国でも井沢“9）（1938，海狽，家兎）は牛脳下垂体

前葉の食塩水エキス及びその煮沸したもの拉に

人胎盤エキスを用い，煮沸した前葉エキス以外

の注射群では著明な心事を認め，続いて古賀励

（1942，家兎）もプレホルモンで同じ事実を確i座

した．卵巣に対する影響については，井沢は前

葉食塩水エキスを海浦に注射し，著明な呼吸作

用の黒血を見た．

 次に脳下垂体後葉ホルモンの瓦斯代謝に及ぼ

す影響UCついての諸家業績をみると， Bern stein

9）（1914，人絹）はピツイトリンで瓦斯代謝の充

進を認め，Adler及びLipschitz 5）（i922）， Ahl－

gren 2）（1924）等も～これに賛成してbる．

 ～これに反してWelss及びReiss 35＞（1923，家

兎，ピツイトリン殻注），大卒73）（家兎，ピツイ

トリン）等は低下すると報告している。以上の

如く後葉ホルモンの瓦斯代謝に及ぼす影響につ

いては現在樹明確な解答は得られていない．

 脳下垂体後葉と臓器組織呼吸に関するものと

しては，K：lopstok 2i）（1926，人間）はヒポブイヂ

ンで皮膚の呼吸拉に嫌気性解糖作用の阻止を認

［ 2 ］
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め，正岡「’9）（1932，家兎，海狸，ピツグランドー

ル，ピツイトリン）は腎臓の呼吸作用は中等度

に，無酸素気中解糖作用は著明に促進されるt

とを観察した．Pall 2「）（1933，海苔；）によれば華

甲腺の組織呼吸にはヒポブイヂンの注射は無影

響であると云う．柴田72）（1938，家兎）はピッィ

トリンによる脳下垂体及び副腎皮質の呼吸作用

の変動を測定し，脳下垂体前葉ではその成績は

不定であり，後葉では軽度に促進し，副腎皮質

では著明に減少すると報告している．子宮に対

する影響については，古賀5りはアトニンを家兎

に注射した際子宮の呼吸作用は抑制されると唱

えている．

 以上の如く脳下垂体の瓦斯代謝及び各臓器組

織呼吸に及ぼす影響に関しては，種々の業績が

見られるが，実験動物により或はホルモン製剤

の種類及びその用量により諸家の成績は一致し

ていない，

 翻って眼科臨床方面を曇ると，網膜と脳下垂

体との関係に関する研究は少く，近年に至り漸

く両者聞の機能的関係について論議され始め

た．網膜と脳下垂体が胎生学的1こ密4妾な関係に

あることは周知の事実であって，臨床的にも脳

下垂体と網膜の栄養との密接な関係を示すもの

に，Laurence一一Biedlの症候群があり，ヒの際島

々脂肪肥膵性生殖器発育不全症と網膜色素変性

症とを合併する～二とによっても，ヒ．の間の消息

を窺いうるが，更：1（c Jores i 7）によれば人にメラ

ノフ嘱目レンホルモンを点眼すると暗調応時聞

が短縮するとのことであり，叉該ホルモンにつ

bて：は中島教授63），上田77），多罹尾75）等の興味

ある実験がある．現在、円錐角膜，脳下垂体性

牟盲症，緑内障，若年性白内障，心後高高経炎：，

網膜色素変性症，レーベル病，視聯経消耗山鼠

の疾患は脳下垂体とも関係があると考えられて

お・り（SziIyI扮）30），早野98）， Viollefont r）r））． Vancea

39），Zondek 3S），■orellz 23）），更に脳下垂体製剤を

網膜色素変性症，輩純視棘経萎縮脊髄労性覗

榊経萎縮軸性覗祠軽炎，レーベル病，覗交叉

蜘網膜炎等に関して見るべき効果を牧めた報告
もある．fil）「’‘1） 62）45）65）6：］） ；’1）

 然るに脳下垂体が眼組織の新陳代謝に及ぼす

影響につbては，市川「’o）（1933，家兎）のプロ

ランの眼房水ビタミンC代謝に及ぼす影響と中

安“）の網膜グリコ・一ゲン代謝に及ぼす影響とに

関する研究を見るのみであって，網膜組織呼吸

が脳下垂体ホルモンに対し，如何なる態度を示

すかは興味ある問題であるに拘らす何等の報告

も見当らない，

第3章 実験方法
 1 組織呼吸測定法

 Warburg樵圧法新法に無い4り概ね小ロ（武）c’・9），佐

竹，71＞，河合52）等の実験方法を踏襲した．唯氏等と異

るのは容量20cc・の円型壼型容器を使用したことであ

る．

 混合瓦斯は石川酸素株式会下（金沢）製の：Bombe入

酸素と液化炭酸工業株式会就（兵庫県）製BOmbeの入

炭酸で，これを95％，酸素炭酸5％の割に混合し，24

時聞後Haldane氏瓦斯分析装置で分析して実験に支

障のないことを確めて使用した．

 網膜別出法は小ロ（武）の方法により孚切片を使用

し，眼球捌出は常に右眼を先にした．備実験成績第1

表乃至第5表には，右眼の係数を上に，左眼の係数を

下に記入した，

 II実験材料
 使用動物は16GO～24COgの正常白色家兎で，購入後

独房に入れドー定量の豆庸粕及び野菜を1日2回午前

9時と午後6時に与え，短期間鯛育し環境に慣れさぜ

てから注射を開始した，

 使用したホルモンは市販のヒポホリン（帝国臓器）と

アトニソ（帝国膿器）の注射液で購入後は冷暖所に貯

満し身注射は毎日午後2時背部皮下に行った．

 注射量はヒポホリソでは0・01，0・1，0・25，0・5，

1・Occ・の5種を，アトニンではO・5，0・10・5国際軍

事の3種を用いた．ヒポホリソe・01cc・及びアトニン

0・5国際軍位注射の際には，注射原液を共の都度蒸瑠

（3ユ
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水で10倍に稀釈し，夫kのO・1cc， O・5cc・を使用した

が，他の量ではツベルクリン注射器で原液を注射し

た，

 注射回数はヒポホリソの0・01，0・25，0．5cc・の群

及びアトニンの群では，1週間連続注射の結果を観察

するにとどめたが，ヒポホリソの他の量では1週間，

2週間及び1箇月間連続注射後の価も測定した．

 組織呼吸測定当日は注射を行わず，最後の注射より

24時間後に眼球を叩出した．

                  第4章実

 実駿成績を表示すると第1表乃至第7表とな

る．これを図示すると第1図乃至第6図とな

る．表中蒲は5％の危瞼率で，cees¢k 1％の危工

率で有意な差であるヒとを示す．

 1対照実験

 対照として私の測定した正常家兎網膜の呼吸

係数蛇に酸素気中解糖係数は第1表のように

Qo2は一12・3～一L66で平均一15・3， Q竃は＋

24．7～十28．3で卒均十 27．1となる．

 II注射実験

 1）ヒポホリンをi連続注射した；場合

 この場合の網膜の呼吸係数蛇に酸素気品解糖

              第2表

験成績
第1表 正常家兎網膜新陳代謝
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U5

T5

U8

10．30

P1．1

P1．3

P1．7

一  ＿     ＿   ＿ 一  ＿ 一     一  ρ一        一     一         一 一  一 一   一   一  一

@   δ

@   ♀

@   ♀

@   δ 2420

2250i2300

P860 11930

Q17012130    

@   2450
@    一  置

 十140

@十30 一 心

＋50
一14．2

|14．1

|18．3
|15．9

|15．6
|16．4

|14．4
|16．1

十29．5

¥29．6

¥32．5
¥29．2

¥31．1
¥31．9

¥32．0
¥32．2

       一      一   一 一   一

?      均         一  一   一   一 一     一     一   一  一 一   1＋79一u 1一・5・61＋31・・

    一 ＿ 一  一    P

ﾎ照群如才値との差
壇  減  率  「＋2・・％1＋・4・4％

  一  一  一    一     匿 一 一    P   一  皿     一 ㎜

第3表 ヒポホリン1．Occ・蓮続注射

体   重 （9）
Q綴注射期間

動物

ﾔ号

実験

雌

性別
注射訓実験日陣潤

乾燥重量

img）
Qo2

      29

      32

      52

1 週 間  53

9．201 9

9，211 9

10，191 6

10．201 6

1700

1650

1780

1900

173e

1720

1750

1860

＋36『…?
． 701 gj2？g

一 30 1 e，？eR

    4，510

一 401 2jg88

一14．7
－16．3

一一 P7．0

一一 P5．6

－15．0
－15．6

－18．7
－18．8

十26．2
十26．2

十28．6

十28．6

十27 ．0

十28．4

十31．0
十32．8

均 1＋7g 1 一16．s 1 ＋2s．6

対照群李均値との差
＋ 1．2 1 ＋ 1．5

減
1＋ 7・so／d 1＋ s・s％o

［ 5 ］
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2 週 間

30 1 9．26

33 1 9．27

24 1 10． 1

54 ［10．28

al，1一一tt，｝．

9

9

9

6

E，1）

1750

1650

1seo

1770

1640

1770

1780

1680

2010

1730

十 20

十130

一一 120

十240

十 90

5，429
4，762

4，970
4，542

5，106
5，109

4，897
5，169

5，041

5，571

［ 一一13．8

1 一12．3

 一一一14．2

 一一14．1

1 一15．0
卜・4・6

1 一ls．o

l 一14．7
1 一i6．g

l 一14．1

 十27．7
 十28．5

 十27．5
 十28．4

 十29．4
 十28．4

 十32．1

蓬ii；i

均 1＋ 721 ：li，：E7． IMirm2rmgJ6’

対照群李均値との差
1一・・81＋2・5米米

1 箇 月

面
1 一 s・2e／el ＋g．2e／．

31

34

36

63

J一．一Ji

10．121

  ｛

10．17

10．181

  1
  1
11 ．15i

  1

6

6

9

9

1680

2050

1630

2070

1790

2100

1980

1970

Iirr，io’一’ 秩|g，iiigilggg’

十 50

十350

一一
P00

5，098

5，330
4，715

6，025
5，357

5，041

4，954

 一一15．0

 一一13．7

 －14．0
 －14 ．6

 一一15．2

 －13．2

 －15．8
1 一13．2

千27’：5T’

十28．8

十25．0
十27 ．3

十28．1

十28．6

十33 ．6

十29．6

均
1 ＋io2 1 一14．3 1 ＋28．6

対一群如才値との差
口1・・｝＋・・5

増 減
1 ・一 6．so／ol ＋s．so／o

        トﾌ       重   （9）   i乾燥重量

注射期間
動物

ﾔ号

実験

雌
性別 彌癩司一砿（m・） Qo2

@ 1
Q竃

1 週

     第4表

  59   10．25  小        U

  60 PO．261 ｛；1｝

  6i 1 io．271 6

間 6411．2♀

 ヒポホリン0．1cc連続注射

20so’@i’ 2070 1 ＋ 20 1 g；23－g一”

igoo i igso 1 ＋ so 1 2igeS

i760 1 i740 ］一 20 1 2；6？3

璽・2・6・＋22・雪縄一

李      均

  対照群牢均値との差

  璽． 毬  璽一

1＋751

       11

       7

       12

2 週 間  13

11．20

11．21

11．27

11．28

S 1 1900 1 1950

9 i 1630 i 2060

  ）

6 1 2090 1 2000

9 1 2570 1 2440

     寸

志照群殖直ζ．鰭
壇    減    率

     【6コ

＋sol

一 90

－130

＋430 1 ｛，9k9

 5，904
i 6，228

i 5，101

1鵬
i 5，053

i 5，394

1＋ 6sI

一一

�P9．14 一’手2s．1

 一一18．2 1 十33．1

 －17．1 1 十33．6
 －16．7 1 十30．4

 －16．2 1 十32．3
 －18．7 1 十33．7

 －17．0 1 十32．2
 －17．2 1 十33．2

」 一17．6 1 ＋32．1

t一＋2・3米来i＋5・・米米

1”：＋LisT［oTl17，r＋’：iEIS’tt．

mL－P9．十一… ¥’2－9．7一

 一一16．7 1 十28．5

 一一23．3 1 十38．5

 －21．4 1 十37．3

 －ee．1 1 十40．2
 一一一23．9 1 十41．2

 －22．7 i 十32．5
 －1昌．4   一ト30．7

          

．一一一 猿ｯ｛搬
     i＋37・3％1＋28％
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1 箇  月

8

9

IO

14

12． 8

12． 9

ユ2．ユ1

12 ．12

6 1 2asO

6

9

2240

1940

9 i i570

2530

2200

2310

1820

十 80

一 oo

十370

十250

rp  均 1＋・6S 1

   対照群挙均値との差

4，906
4，827

5，306

5，138

5，119
4，590

5，022
4，991

一16．6
－16．7

－17．6
－16．1

－18．1
－15．9

一一 P9．2

－17．1

i’3－4．7

十31 ．0

十34．7
十30．6

十27．8
十26．9

十34．3

畏些7
1一 一li2 1 ＋31 ．s

一［序・鯛墨

減
r“￥’1214一一％1111rti612’9．

2）アト＝ンを蓮続注射した場合       係数は第5表に示す通りである．

tの場合の網膜の呼吸係数蛙に酸素気中解糖

              第5表  アト＝ン1週聞連続注射

 注 射 量

?  一 『 一 －                                     一     一     一

性別
i体 重（・）1乾燥重量

減  （mg）
   Qo2

w 一   一  一  一      一

動物

ﾔ三一 45 46

 実験

禔B．4
P 10．5

♀  2490

鰍P2250

23801＿ユ10   1

Q190  －60

5，109
T，712

R，992

S，486

＿15．3．一

黷P4．7

|13．0
|14．6

 Q謡

齟噤

{28．1一

¥26．9

¥28．3
¥26．3

 O．5c．c．

5国際軍位

67 111． 6

70 ［ 11．10

  一牟

s 2360 1 2440 i 十 80

61  2070       1840 1 一230

     均 1－8・［

5，386
5，408

4，592
4，467

一15．5 i 十30．5
－13．9 1 十26．0

－15．4 1 十31．9
－14．9 1 十31．6

1 一14．7 1 ＋28．7

対照郡二才値との差
増

9 」 1830

減

1860

率

43

44

69

 O．lc．c．

1国際一位  71

41

9．30

10． 2

11． 9

11．11

9

6

6

2120

185e

2080

2350

1770

2120

十 30

十230

42

       
      【66

。．描轟副6
      i

一一 80

9．28

十 40

r－kg－P

9．29

5’C 452

5，297

5，164
5，527

4，714
4，608

4，903
5，301

11． 8

均

対照群議均値との差
増

6

9

1540

減

IT．5一．L－t． II・一6！

．L一：9’9mh’／oi＋L－fi：・？ge／o

11．12

9

6

4i561
4，925

4，491

5，119

4，944
4，898

5，049
5，518

M－k：：： 14 ．6

 －15．1

 一一14．5

 一一13．8

 一一13．6

 －14．6

 －16．3
 一一 16．5

2110

2585

2020

165e

2310

十110

十20G

十25．8
十27．7

十26．8
十27 ．0

十30 ．2

十29．2

十32．8
十29．7

2500

2190

一一・ 80

十170

1一坐二『⊥墨『一一

t 一 O．4 1 十 Ls
lヨゑ6％L＋6・5％

；14：6

－13．8

－16．2
－15．8

－14．6
一一 16．6

－15．5
一工4．7

十29．7
十28 ．9

十so．o

十30．2

十25．0
十27．6

十32 ，4

十29．6

均
」 ＋ioo 1 1 ．一．ls．2 1 ＋2g．2

［ 7 ］
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対照群肝均値との差

増     減     i率

1 －0．1  十2．1米
   － 醒a 一一 o．70／o ＋ 7・7e／e

 3）性別による差

 脳下垂体ホルモン注射の網膜新陳代謝に及ぼ

す影響が，家兎の性別によって如何に異るかを

槍討してみると第6及び第7表に示す通りであ

る．

 先ずヒポホリンの場合を観察すると，ヒれら

各係数の対照値に対する増減率の雌雄間に於け

る差違は概ね小さく且つ塘減傾向も不定であ

る．從って私の実験した範囲内では，ヒポホリ

ン注射の影響には性別による差違があるとは言

われない．

 次にアトニン注射の場合をみると，Qo2は

0．05（：．c．以外の量では雄に大きいが，その差は5

％以内で有意ではない・これに反しQt2は各注

射量見雄では明かに増大するが，雌では殆ど無

影響である，

第6表 性別に観察したヒポホリン蓮続1週間注射

による網膜薪陳代謝係数の変動

 注射量。．c．

                       コ                    

＼筆
Qo2

QM”

9

＄

9

6

1係数
孕均

1値

・一” P5・9

一一一 P7．0

十27．4

i＋29 ．s

1．0 1 e．5 1 O．25
対照に対序数撫函子徽1漁こ対す廊

る門跡る増睡論る増輔讐

O．1 O．Ol

薄照に対す

る増減率
／ill－liLI51／．g％一，一 P：一IL’i－61s－i－li一’blTso／，’it”M－i6：7－it，：U－i’itliF一・一：・i“7．6rLLi－L，i．iTa／1

                      1
＋10・0％一16・4［＋7・2％一17・4i＋13・7％一18・1i＋18・3％

t．1’1’Lo ltgl’？1 tig’loig lt99’9i t｝9’Z’Lo lt9？’2i t12’9Zo．

    ＋29．01 ＋ 7．Oe／， ：＋3e．6i ＋12．9e／． 1＋31．8i ＋17．30／e＋lo．oo／e

1係数
李均
 値

一一 P6．6

－14．7

対照に対す

る増減率

＋ 8・590

・一
@3．ga／o

    
＋31’2堰{15●1％

1＋30・8i＋13・7％

第7表性別に襯察したアトニン連続1週聞

  注射による網膜新陳代謝係数の変動

注射量・c・i ・・5 i … 1…5
    係数拉に＼   ＼増減i率    ＼     槍一、

讐灘轍欝 饗蕩
Qo2

♀【

R1
＿14．4＿5．9％L14．51－5．2％L15．8          1

|14．9、一 2．6％ 、一15．21－ 0．7％ 1－14．7       1              1

1＋3・3％

黷R・9％

Q藍

♀♂ 瓢聯凱1：：髪i‡：：：； ＋4・1％

{1L4％

抑制される様である．

 更にヒポホリン1．Oc．c．を1箇月間連続注射し

た場合の体重変化の経過をみると，1週間後に

は7瓦，2週間後には72瓦，1箇月後には：102

瓦の増加を示し，注射初期には殆ど体重増加は

見られなV・が，時日の経過と共に多少増加はす

 4）体重の変化

 ヒポホリンの1週間連続

注射では20例中16例に体重

の増加を，4例に減少を見

た．この体重増加の雫均を

注射量別に観察すると，1．O

c．c．では7瓦，0．5c．c．では

65瓦，0．25c．c．では105瓦，

0」c．c．では75瓦，0．01c．c．

では73瓦である．即ち注射

量が大：量だと体重の増加は

るが，然し何れの時期に予ても対照よりは劣っ

てV・る．（第1図）これに反しヒポホリン0・1c・c・

の1箇月聞連続注射では，1週聞後には75瓦，

2週間後には65瓦，1箇月後には165瓦の増力1

が見られ，その卒均値曲線は対照のそれの上に

ある．（第2図）

t 8 ）
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ee 1図 ヒポホリン1．Occ．を1箇月蓮続注

    射し1た家兎の体重曲線
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2200
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2eoo
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体1700

重
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？．

v lsoe

l  樋間 2鯛 5週間樋剛翻
      ｝→ 日 数

   一ヒボホリン注射動物……対照動物
   一ヒポホリソ注射群4三均・…・対照群李均

第2図 ヒポホリン0．1cc．を1箇月連続注

    射し．た家兎の体重曲線

2600

2500

24DO

2500

zaoo

21 OO

2000

1900

180Q

1TOO

Ifi．oo

警↑ 1．1，ll”1］2週Rfi 5週間4週剛箇且

w    一→ fl 数
 一一ヒポホリン注射動物……対照動物
 一一ヒポホリン注射群牛均…・一対照群李均

 アト＝ンでは1週間連続注射しfo 9

例中5例に体重の減少を，4例に増加

を見た．tの体重増減の卒均を注射：量

別にみると，5国際無位では80瓦の減

少を，1国際鮮魚では55瓦，05国際軍

位では100瓦の増加を示した．即ち微

量は発育に影響するとtうが少いが，

大量は体重増加を抑制する．

第5章総括鮫に考按

 上述の成績を要約し考按すると，私

の呪いた脳下垂体前葉ホルモンである

ヒポホリンの卸量の申，1週聞男憎注

射では何れの量でも網膜組織呼吸は充

進ずるが，その度の最：も大きなのは

0．1cc．で， eの際には呼吸作用は15％

解糖作用は18・5％増大する．1．Occ．で

は組織呼吸は僅かに増進の傾向を示す

のみであり，0．01cc・では呼吸作用には

影響はなく解糖作用のみに14・4％の増

大が認められる．（第3図）

 O．1cc．及び1．Occ．の：量を更に続行し

時間的経過を襯察すると，第4及び第

5図に示すようva O．1cc．では，2週目

の測定値は1週目のそれよりも更に増

大し，Qo2は37・3％， Q守は28％の増

率を示すが，1箇月目に至ると増率は

却て低下して（？02は12・4％，Q？iiは

16．2％となる．（第；4図）1．Occ．では1

週目の測定値はQo，）は7．8％， Q9釜は

5．5％の増加を示すが，2週目にはQOL）

は5・2％減少し，QRi2は却て9．2％増加

し，1箇月目の測定値はQo，・， Q者共に

これより小となる．（第5図）

 脳下垂体後葉ホルモンであるアト＝

ンの1週間連続注射では，私が実験し

た何れの量に於ても対照に比して，

QO2は僅1かに減少し， Q驚は5・5～7．7％

増加する．推計学的槍討ではQ留の増

［ 9 ］
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［ 10 ］

ヵ口は0．05cc．では有意であるが，他の：量

に於ては：有意とならなV・．即ち，アト

ニンによっては呼吸作用は僅かに減少

し，解糖作用は軽度に完進ずる傾向を

示すものと考えられる．（第6図）

増

減

率＋10
0／o

 十5

e

第6図アト昌ン1週
  間連続注射

一5

．一 P0

Qo， Z■■（2署〔コ

O．05 Ol O．5
 注射量。．c．

 扱て上記の如くヒポホリン連続注射

に於ける大量：は，その初期に一一時網膜

組織呼吸を軽度に充進させるが，長期

に亘るにつれて呼吸作用は明かに減少

し，解糖作用も次第に減邊の傾向を現

わすようである．ヒれに反し小：量は初

期より著明に組織呼吸を充進ずるが，

第2週目を境として爾後その増率は徐

々に減少する．然し1箇月後に於ても

樹呼吸，解糖両作用の充進が見られ

る．而して更に微量は呼吸作用には影

響せすして解糖作用のみを増大させる

様である．この事実は同じホルモンで

あっても，その用：量により網膜組織呼

吸に異った影響を与えるヒとを示して

いるもので，河合53）もチラーヂンの蓮

続注射の場合，使用：量によって網膜i新

陳代謝に及ぼす影響に質的相違のある

ヒとを認めている．河合の場合は甲1伏

腺ホルモンであり，私の場合は脳下垂

体前葉ホルモンであるが，類似した結

果が見られたのは興味のあることであ

る．先年小口武久68）は推論的に各種夜

盲症をその暗調応の経過から，呼吸作
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用障碍型，解糖作用障碍型，及びこれらの中間

型に分けたが，中島教授も夜盲の治療には呼吸

叉は解糖作用の一方を特に増大させたV・；場合が

あるので，呼吸作用叉は解糖作用の一方のみを

特に増加する如き藥剤を利用出來れば便利であ

ると主張して居られる．動物実験の成績をその

ま玉直ちに人体に応用するtとは適当ではなV・

かもしれないが，中島教授の説かれる意味で私

の得た成績も何等かの役に立つかもしれない．

 更に星島，田辺等によればヒポホリン及びプ

ベローゲンの適量：は，二十日鼠の三曲腺に機能

充進的に，叉その過剰は抑制的に作用すると言

われているので，ヒポホリンによる網膜紐織呼

吸の充進が直接作用か或は甲歌腺を介する間接

作用かを吟味する必要があるが，とれについて

は続報に譲りたい．とにかく，私の域績よりす

れば網膜の呼吸封：に解糖両作用の増進のために

は，家兎に．於けるヒポホリンO．lcc．相当量を10

～15日を限度として与え，解糖作用促進のため

には0．01cc．相当量を与えれば，その目的を達

し得るものと考えられる．

 呼吸拉に解糖両作川が増大している場合に，

興味ある問題は軽質及び覗紅の再生歌態であっ

て，中島教授粉は呼吸作用は覗紅の初期再生に，

解糖作用は第二曙順応に相当する覗紅の大量再

生に必要である如く考えられると言われてい

る．私は網膜睡臥代謝の最も増大するヒポホリ

ン0．1cc．のを連続注射した2週種目に於て，本

実験とは別に視紅の測定を試みた．即ち4匹の

家兎を用い，白書30分闇の明順応に引続き，120

分間曙保の後，桑名「’6）の方法を踏襲して視紅濃

度をGar亡en 15）の比色表で測定した小実験では，

対照家兎の硯紅濃度は：B7．一．一sであるのに比して，

注射したものは：Br－c） Ef示し，軽度ながら視紅の

増量が認められる、

 私の実験ではヒポホリンの微量投与は体重の

増加を促進したが，～二の」曾加傾向の著しい時期

と前後して：網膜新陳代謝の充進が認められた．

即ち生体の新陳代謝が全般的に旺盛になってい

る際に網膜も同じ態度を示すものと思われる．

反対にヒポホリンの大量は体重の増加を抑制す

る傾向があり，この際網膜の組織呼吸は障碍新

陳代謝の型を示している．從ってヒボホリン使

用の際に於ける体重の変化は注射量及び注射期

間に対する重要な指針であって，平井46）によれ

ばヒポホリン注射により体重は或る程度迄は，

供給されたホルモン：量に比例して塘屯するが，

生理的以上の増加を評す，一定の限度を有する

もののようで，供給：量が大きい時は寧ろ身体の

発育は障碍されると述べ，小泉57）も同様の事実

を認めている．

 次に脳下垂体前葉ホルモンを用い，網膜新陳

代謝を充進させる場合の使用期間について槍画

すると，前述したように私の実験範囲内では，

最もよい影響を与えるヒポホリン0．lcc・注射に

於ても，2週以後には増率の逓減が認められる．

前葉ホルモン使川時の脳下垂体の組織学的変化

については，荒井：2）は妊婦尿を白鼠に蓮続注射

して，短期注射の場合は脳下垂体前葉のエオジ

ン嗜好細胞の増加と肥大を，叉長期注射の場合

はエオジン嗜好細胞の退行変性を認め，新妻67）

は妊婦尿を家兎に血続注射して：，その初期に歯

種色素嗜…好細胞の減少，主細胞の増加と肥大及

び妊婦細胞の出現を観，ゴルヂ装置はエオジン

嗜好細胞に於て肥大していることを認めた・か

）・．る所見は脳下垂体前葉の機能充進を意味する

が，更に投与を継続するとエオジン嗜好細胞は

殆ど消失し，所謂妊娠細胞とエオジン嗜好細胞

との移行型とも言われるべき細胞が大多数を占

め，脳下垂体前葉の機能低下の像を呈するに至

ると述べている．Zondek及びBerblinger36）（19

31）等は雌性白鼠にプロランを投与して，エオジ

ン嗜好細胞の増加と肥大を認め海ので，これを

前葉の早期成熟現象であると論じ，Thompson，

Kenneth 3i）（1934）等は雌i雄犬に前葉物質を長期

に亘り投与した結果，塩基性嗜好細胞腺腫の像

を認めたと報告している．眼科領域に於ても浅

山40）は諸種の陳套な視総締疾患に脳下垂体前葉

ホルモンを用v・，乳頭に於ける小動脈及び乳頭

網膜動脈の充盈を認めたが，注射総量の増加と

［ 11 ］



136 久  保  田

共に血管拡張作用の累加を來たす如き～：壬は認

められなかった様である．更に脳下垂体前葉よ

り分泌される種々のホルモンを長期蓮用する

と，7～10日位でその効力が減少して來るとと

は，Collip ii）（1934）等によつて注目されたと～二

ろであって，彼等は先ず注射されたホルモンを

中和する物質即ちアンチホルモンが出勤ると考

えたが，その後ホルモンもアンチホルモンも正

常の欣態に於て生体に存在するもので，人動的

にホルモンを注射すればアンチホルモンも血中

で増加する．丁度緩衝剤の役をして一方のみが

力を得ないようにしていると考えた．然し安田

78）は墨汁で網歌内被細胞系統を充墳すると，未

処置の動物よりも拙抗物質の出來方が低下する

tとを根拠として，アンチホルモンは眞の抗体

と同じく網1心内被細胞系統で作られる～二とを主

張し，又アンチホルモンはホルモン性のものと

考えるよりも多くの点から抗原抗体反応に類す

る冤疫体即ち異種蛋白注射による冤疫体と考え

る方が事実に適していると論じ，Zondek等も

最近．Collip等の研究を追試して冤疫体に近い

ものと考えており，その他1・oebe 2；）， Werner

34）等もColiip等の読に反対して：V・る．以上諸

家の前葉ホルモン使用時に於1ナる前葉の組織像

蚊にアンチホルモンの問題及び私の実験成績等

よりしても，吾人が眼科領域に於て網膜新陳代

謝の重心の目的va前葉ホルモンa・ nlいる場合，

その長期使用は愼まれるべきである．

 前葉ホルモンにはこれらの他に，所謂種族特

異性の問題がある．即ちBenazzi 1り等によれば

前葉ホルモンは同種の動物には有効であるが，

異種特に縁の遠い動物には充分効力を発揮し難

いと言われているので，人体に用いる場に合は

～二のtとも念頭におくべきである．入間の治療

には人の材料を用いるのが最もよい～二とは論を

侯たないが，実際問題としては不可能であるか

ら，動物の製剤でHjPt及び投与期間に注意して

治療するのが安当ではないかと思われる．

 アクロメガリーの癸生は男子よりも女子に高

率であり，脳下垂体性亘人症は男子にのみ現わ

れ，且つ脳下垂体は爾余の内分泌腺と機能的に

密接な関係にあるので，脳下垂体ホルモン投与

による網膜新陳代謝の変動には，或は性別によ

る相違が見られるのではなかろうかと考えられ

るが，私の成績では，例数が少いので確実なU

とは言えないとしても，少くとも著明な性的相

違は証明するtとが断層なかった．

 脳下垂体前葉ホルモン注射により網膜新陳代

謝の造進を來たす作用機転が，末梢作用か，中

枢性作刑か，或は山子の内分泌腺を刺戟して心

慮に於ける植物祠1経中枢に及ぼす作用によるも

のかを，本実験事績から明かにするtとは容易

ではなV・，叉性腺刺戟ホルモン，新陳代謝ホル

モン，乳汁分泌ホルモンなどを含有すると言わ

れているヒポホリンの網膜新陳代謝を充進させ

る作用が，これらの中の何れの成分によるもの

かは私の実験範囲ではこれ亦明確に云うtとが

出組ないが，この三者中から選ぶとすれば恐ら

く新陳代謝ホルモンに基くものであろうか．而

して前葉ホルモンは毛細管拡張作用を有すると

云う蛯名及び足立4：1）の実験，拉に前葉ホルモン

は植物乖中経系從って血管蓮動紳経に作用し，血

管蓮動面懸症に対しては，皮膚毛細管の血流速

度を促進し雀滞を去り，血流を安定円滑にし，

皮膚毛細管萎縮歌態にあるものに対しては血管

を拡張させ．血流速度を促進すると云う余語79｝

の研究及びJlandelize is），楠本「’「））等の認める網

膜申心血管の血圧充進拉に血管充盈作用，更に

浅山49＞のプレホルモンは皮膚毛細管に見られる

よりは遙かに速かに，且つ著明に乳頭に於ける

小動脹乃至毛細血管を拡張させ，選択的に網膜

視門経の栄養を良好・にし機能を下野させ，同時

に血液髄液関門透過性を充進させるとの研究等

はヒポホリン注射による網膜新陳代謝’充進の読

明に重要な野守を与えるものと思惟される．

 脳下垂休後葉ホルモンであるアトニンでは僅

かに解糖作川が促進され，呼吸作用が減少の傾

向を示すと云う結果が得られたに過ぎないか

ら，他の作用は別として兎に角アトニンを網膜

組織呼吸を7t進させる意味に於て，臨床的に応

用することは無意味であろう．

［ 12 ］
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第7章結

 私は脳下垂体製剤であるヒポホリン或はアト

＝ンを毎日1回正常白色家兎に蓮続注射し，こ

れらの網膜新陳代謝に及ぼす影響をWarburg

検圧法により測定し，次の結果を得た．

 1）ヒポホリンの微量は網膜新陳代謝を充進

ずる．

 2）1週間に亘りヒポホリンを連続注射した

1回0．O l～1．Occ．の諸：量中，0．1cc．に於て組織呼

吸は最：大値を示しQo2は15％， Q號は18．5％」曾

擁する．0．5cc．及び1．Occ．に於ける増率はこれ

に劣り，0・01cc・では：Q竃のみが14．4％増大す

る．

 3）ヒポホリン0．1cc．注射を更に続行すると，

2週目にはQo，・は37・3％， Q蹉は28％の増大

を示すが，より長期に亘ればQo．）， Q三共にそ

の増率は減少する．

 4）ヒポホリン1．Occ．注射を更に続行すると

論

2週目には，Qo2には5．2％の減少， Q留には9・2

96の増大が見られ，1箇月目ではQo2の減…率は：

更に大となり，Q審の増率も小となる．

 5）ヒポホリンの注射によるQo2拉にQ竃の

増減には雌雄による著差を認め得ない．

 8）アトニンの5国際軍位， 1国際軍位及び

施国際軍位を夫々1週間連続注射すれば，何れ

の場合にもQo，，は僅かに小となるが， Q驚は55

～7．7％増大する．

 7）アト＝ゾの注射によるQOL）の増減には雌

雄による差は殆ど認められないが，Q蜜は雌で

は明野がないにも拘らす雄では約10％増大す

る．

 本研究は昭和25年度文部省科学研究費の補助を受け

たもので，感謝の意を表します．
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